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全国シルバーからの重篤事故報告（５月分）・・・・・ 

８１歳男性。班長宅に向かう途中、自転車のペダルを歩道縁石に接触させ転倒し左

大腿骨を骨折した。その後、深部静脈血栓にて死亡する。 

 

綾瀬シルバーでもこんな事故が・・・・・ 

１． ６９歳女性。就業先の会社玄関で掃除中、体の向きを変えた時バランスを崩し転

倒する。その時左手を床に着いた為左手首を骨折した。（傷害事故） 

２． 草刈り作業終了し、飛散防止で使用していた網戸を近くに仮置きし、軽トラに屑を

積み込む作業をしていた時、強風が吹き立て掛けてあった網戸が倒れて附近に

止めていた車の後部ドアに接触した。（物損事故） 

３． ７３歳男性。樹木剪定中に右手手首から指先にかけて数か所、脚長バチに刺され

る。（傷害事故） 

【安全・適正就業委員会からお願い】 

今回、綾瀬シルバーで発生した事故は、段差のあるところでの作業。仮置きしたもの

が倒れた。樹木剪定中の事故でした。段差や障害物のある所では、足元や周囲の確

認を行い、仮置きする時には倒れないように仮止め（固縛）を行う。蜂対策としては作

業の前に蜂の巣がないことを確認するよう心掛けてください。 

 

安全・巡回パトロールで・・・・・ 

剪定や除草作業の現場の他に、企業に入って作業をしている方の安全についてもパ

トロールを行ってきました。それぞれの作業場で問題点をかかえていることがあるよう

ですが、先ずは無理をしないでください。危険だと思う作業の時は先ず近くにいる人に

相談（シルバーへの連絡も可）してください。・・・・・ホウ（報告）レン（連絡）ソウ（相談） 

 

蜂刺され要注意！ 

令和５年の統計で、７月３２４件、８月２１７件、９月１３６件、１０月６５件と夏場に多

いことや、ここ数年では死亡事故に繋がっていることがわかっています。 

過去に蜂に刺されたことがある方は、アナフィラキシーを起こす危険があるので、抗

体検査をしておくことを事前の対策としてお薦めします。 

『いとわずに目配り・声かけ防ぐ事故』    


